

































































































































































































































































































































































































　　　　外界温度ﾏ化前体温 高温 弱高温 弱低温 低上
高　　温 暑い 暑い 涼しい 涼しい
平常温 暑い φ（暑くない） φ（寒くない） 寒い















































































咜ﾒ温度 高　温 弱高温 弱低温 低　　温
十分高温 熱い（十分） ぬるい（不十分） ぬるい（不十分） ?
無 熱　い φ（熱くない） φ（冷たくない） 冷たい









































































高　　混 弱高温 弱低温． 低　　階
高　　温 熱い（不快） 熱い（不快） 冷たい（快） ?
無 熱い（中立） φ（熱くない） φ（冷たくない） 冷たい（中立）
低　　温． ? 暖かい（快） 冷たい（不快） 冷たい（不快）
　このように，高温域に属する「あつい」には《物》と《場所》の対立がなく，低温域に属する
「冷たい」「寒い」「涼しいJや中間温の「ぬるい∬生ぬるい」には対立が存在するわけである。「暖
かい」は《物》と《場所》の対立があるものの，《平常温移行》の意味がある点で《場所》の性質
が濃いと考えられる。
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5．結び
　《物》か《場所》かという対立原理は，量を表す形容詞だけでなく，温度を表す形容詞にも認め
られる。更に，温度感覚は自覚的であるために，《非統一的（局所的）感覚》か《統一的感覚》か
という対立も加わっている。
　《物》は対象化しやすいが，《場所（空聞部）》は対象化しにくい。そこで，後者の温度は，《感覚》
の器官・主体を主語として醤語化されやすくなる。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　注
1　国広（1967）説（国広（1967：12－21）説と異なることに注意）のこの内容は影山（1980）に基づい
　ている。この考えは国広（1967）には明瞭に示されていないが，影山氏が直接国広氏から指摘され
たもののようなので，それに従った。なお，影山（1980）によると，国広（1967：12－21）説は国広
氏自身のものではないので，以下，この説は服部（1968）説とする。
2　「風（部屋）が寒い」のように，「が」が（総記でなく）中立の面忘となって現象文が成り立つの
　は，「風，部屋」が，人が当たったり，人がその中にいるという意味を含みやすく，このため，知
覚現象をありのままに述べることが可能となるのであろう。「Tシャツ，窓際」は，人が着ている，
人がそこに居るという意味が文脈なしには生じにくいために（中立の意味で）「Tシャツ（窓際）が
寒い」とは書えず，普通，判断文「～は寒い1となるのであろう。
3　渡辺（1996：106－108）は，視覚とそれ以外の感覚の機能の違いが書記に反映した事：例を，次のよ
　うに指摘している。
　　他動詞「する」は「いい形・明るい色」のように視覚で捉えられるものについては「～をして
いる」と使われるが，「音・匂・味・手ざわり・気」のように聴覚・嗅覚・味覚・触覚・第六感で
捉えられるものについては「～がしている1となる。この時，自動詞の用法を持つことになる。
実際は「形も魚も，視覚にとらえられた時に，はじめて形であり色であるのだ」が，「視覚は，人
間がとらえたものを人間自身から切り離して対象化する」ために，形や色が「対象の側のことと
　して，対象自体のあり方の一一一つと見なされる」。これに対して，「視覚以外の感覚でとらえられる
音や味やは，感覚にとらえられた時に，はじめて音であり昧であり得る」のであって，対象化さ
れ得ない。「人閣の感受において音が実現し匂が実現する」ために「『XがスルSと自動詞的に表
現される」のである。（要旨）
　　聴覚が視覚と同類でない点が国広の説明と異なるが，視覚の特異性がよく捉えられているであ
　ろう。実は，聴覚についても「この鳩笛はいい音色をしている」と言えるので，視覚に近い面を
持つと考えられる。また，「外で稲光がした」と言えると思われる。視覚で捉えられるものでも，
　「稲光」は「形・色」と違い，「まぶしい」ものであって，感覚にとらえられた時にはじめて稲光
でありうるということであろう。「まぶしい1は痛みに似た感覚であって，感覚部位を特定しやす
　いので「目が～」と囲うことができる。
4　「冷たい」系列と「寒い」系列の主体側の意味の差異は，《非統一的（局所的）感覚》と《統一的
感覚》というものであるが，これは，「痛い」と「苦しいにごでは精神的でなく生理的な意味を問題
　としている）1の差異と類似したところがある。「痛い1は表在・深部共にありうる局所的痛覚，「苦
　しい」は深部的で全身に影響を及ぼす痛覚（《統一的感覚》と言ってよいであろう）で，「局在がはっ
　きりせず，吐き気を催し，しばしば発汗，血圧の変化を伴う1（ギャノング（1994：138））という「深
部痛覚」を含むものである。「冷たい」と「痛い」は《罪統一的（局所的〉感覚》であるので，「私
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　は足が冷たい」「私は足が痛い1の「足」を除くと文が不安定になるが，「寒い」と「苦しい」は
《統一的感覚》であるので，「私は胸が寒い」「私は胸が苦しい」の「胸1を除いても安定している。
　（「痛い」「苦しい1と対応する動詞「痛むi「苦しむ」についても，「私は足が痛むJの揚合「足」を除くと
　文が不安定になる。一方「私は苦しむ」の場合「胸jを加えることはできない（原因格「胸で」なら可能）
　ので，「苦しむ」は「苦しい］よりも一層明瞭に《統一的感覚》である。）
　　しかしまた，「冷たいjと「痛いjには震大な違いもある。「冷たい雨」が自然なのに対して「痛
い刺」は不安定（「刺が痛い1は自然）である。話語的に，「冷たい」は《物》の温度という対象側
　の意味が可能であるが，「痛い1は対象側の意味は極めて弱いのである。この言語的差異は，「飲
み物が冷たくなる」「飲み物を冷たくする」は成立するが，「釣り針が痛くなるj（手に触れた時痛く
感じるように針が鋭くとがる，の意味）f釣り針を痛くする」（針を鋭くとがらせる，の意味）は不成
立という文脈的機能にも反映している。
5　なお，国広（1967：19）が暖かい」には「体温が常温で熱が加えられもうばわれもしない時の
体全体の感覚」の意味もあるとしているように，この語には《高温と低温の中間調》を表す意味
もありうるであろう。ただ，これは劣勢と考えられるので，ここでは取り上げなかった。この「暖
　かい」は，《平常温移行》がないが，《中間温》であるために（《不快》というわけではなく），《快・
不快》には積極的に関与しないであろう。
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The　semantic　system　of　Japanese　temperature　adjectives：
　　　　　　　　　　　　　　Contrast　between　“object”　and　“place”
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　　　　This　paper　aims　to　systematize　temperature　adjectives　iR　Japanese．　Dimension
adjectives　are　divided　into　two　classes　according　to　whether　they　refer　to　an　“object”　or　a
“place”：　those　which　refer　to　objects　are　systematized　based　on　the　shape　of　the　object
and　those　which　refer　to　places　are　systematized　based　on　the　orientation　of　the　place
（Kushima　1993）．
　　　　Temperature　adjectives　also　fall　into　two　classes　by　the　same　criterion：　tsumetai
‘cold’，　etc．　pertain　to　“objects”　and　samui　‘cold’，etc．　pertain　to　“places”．
　　　　Furthermore，　temperature　adjectives　have　the　sernantic　feature　of　sense　unlike
dimension　adjectives，　because　temperature　sense　makes　the　operation　of　the　organ
self－perceptive．　Tsumetai，　etc．　are　concerned　with　local　sensations　and　samui，　etc．　are
concemed　with　integrated　feelings　．
　　　　It　is　certainly　for　these　reasons　that　a　single　state　of　temperature　is　lexicalized　into
two　classes．
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